

















－ 北海道の子ども福祉を追究する史資料として － 
 
                                   田中 利宗 




















































































  この監獄から孤児院の運営状況の調査を求めた指令の主は、実は内務省監獄局獄務課 
 長小河滋次郎よりの、全国監獄典獄宛つぎの調査を求める文書によるものであった。(重松.106) 
 
























































158頁で構成され、「第一 公的救濟」「第二 舊土人保護」「第三 恩賜財團 濟生會」「第四 感







































































































項目には、「特ニ願書ニ具備スヘキ事項」として「一 興行場所演藝種類及開會日時 二 開會













補助 （二）代用感化院経費補助 （三）行旅病者死亡人取扱及精神病者監護状況 （四）恩賜






























海道社会事業連盟との関係(半澤洵「北海道社會事業協會に望む」(『北海道社会事業 第 153号 昭和
22年9月号』) にまで繋がることになるのである。 





















































































  凾館區 































































































































       孤児 15人 内男  8人女 7人    棄児  2人 内男 2人女 － 
       貧児 23人 内男 13人女 10人   依托児 19人 内男11人女8人 
                  院内扶養者 
       疾病 21人 内男 10人女 11人    老衰 10人 内男 5人女5人 
       不具  6人 内男 3人女  3人    盲目  1人 内男 1人女 － 
                   自宅扶養者 
       自宅扶養  4人 内男 3人女 1人 
                    依托者 
       依托者  1人 内男 1人女 － 
                    行旅病人 
       病者 27人 内男 23人女 4人   準病者  3人 内男 2人女1人 
       携帶児  4人 内男  2人女 2人 
 
(7) 表彰 小樽育成院 (明治44年5月 第60号103-104) 
  北海道小樽區奥澤村 小樽育成院 
慈恵救濟ノ事業ニ關シテ從來盡力スル所少カラス今後一層ノ勉勵ヲ以テ其ノ効果ヲ収メム
事ヲ望ム依テ爰二金百圓ヲ下付ス 





































(8）表彰 小樽慈恵病院 (明治44年5月 第60号105) 
  北海道小樽區住ノ江町三丁目 小樽慈恵病院 
慈恵救濟ノ事業ニ關シテ從來盡力スル所少カラス今後一層ノ勉勵ヲ以テ其ノ効果ヲ収メム
事ヲ望ム依テ爰二金三百圓ヲ下付ス 








(9) 雜録 慈善事業施行箇所（明治44年117月 第63号96-97） 
 本道に於て孤児貧児の養育、窮民救濟、免囚保護等の爲め慈善事業の漸次増加する傾向あ
り現今顯著なるもの左の如し 
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 孤児教育  貧民患者施療其他 
 














































































  59人 
 2,837円 
  63人 
 3,773円 




   59人 
 4,077円 




  ？ 
  ？ 




  57人 
2,721円 






  ？ 
  ？ 
  ？ 











   8人 
  213円 
  11人 
  563円 
  22人 
1,016円 
  2人 
 428円 
   19人 
  466円 




  95人 
 1,076円 
  122人 
 1,156円 
  82人 
 943円 
  89人 
1,461円 

































札 幌 區 南






























































上 川 郡 旭
川町 














































函 館 區 榮
町 






























札 幌 區 南






















上 川 郡 人
舞村 


























前號の正誤 前號雑録欄感化事業の部（九十二頁下段三行に「成績不● 良なり」とあるは可○ 良
なりの誤植なり 
 








































       告辭 
  惟フニ忠良ナル國民ハ健全ナル家庭教育ニ胚胎ス然ルニ近時會ノ風潮ハ益ヽ輕佻浮薄ニ  
  流レ家庭ノ缼陥亦愈ヽ甚シク教育上其影響スル所實ニ寒心ニ堪ヘサルモノアリ斯ノ如キ 
  風潮ニ慊焉タル函館區在住ノ有志者相圖リ山水明媚ノ勝地タル大沼ノ池畔ヲ卜シ明治四 
  十五年二月三日函館訓育院ナ設立シ爾來児童ノ収容ニ努メ専ラ感化訓育ヲ施シタルカ其 
  效果ハ攺過遷善ノ成績ニ顯レ本日開院式ト共ニ優良児童ノ退院ヲ見ルニ至レリ是レ實ニ 
  經營者諸士カ熟誠努力ノ致ス所ニシテ社會風教上慶賀ニ堪ヘサルナリ希クハ今後一層奮 
  勵其實績ヲ擧ケンコトヲ望ム又優良退院ノ諸子ハ在院中ノ教訓ヲ服膺シテ忠良ノ國民タ 
















(15) 表彰 内務省選奬の本道に於ける救濟事業團體（大正4年3月第83号43-44） 
 今回本道に於ける救濟事業團體中内務省の第五回選奬を受け助成金の下付を得たるもの左
の如し 
  金貳百圓   社團法人函館慈恵院    金百五拾圓 社團法人小樽慈恵病院 
  金貳百貳拾圓 財團法人小樽育成院    金五拾圓  財團法人小樽盲啞學校 
  金七拾圓   遠友夜學校 
 救濟ノ事ニ關シ從來盡力スル所尠カラス今後一層淬勵シテ其效果ヲ収メムコルコトヲ望ム 
依テ玆ニ助成金ヲ下付ス 











































  因に授賞は明治四十三年より擧行し来りしか助成會の設置と共に同會に移したるもの今回にて第六回 
















    院生室二二坪、教室一七坪五、作業室一七坪五、院長室九坪、事務室五坪、食堂五坪、 
     炊夫室四坪、浴室二坪、物置六坪、炊事揚其他五〇坪五 














  事務所 一棟五十九坪   家族舎 一棟五十八坪   倉庫 一棟六坪   厩 舎 一棟三十坪 























  遠輕は湧別線通路に當り將來の停車場豫定地にして戸數約二百七十商店櫛比し旅館旗亭其間に交はり 







    感化部教師 篠崎篤三夫婦   農業部教師 鈴木良吉   主任 辻雅俊 
    事務員 二名  農業助手 一名 
 學校長留岡幸助は毎年四月より十一月迄來佳し其他は東京なる家庭學校に在り 


















































































    財團法人天使園 自大正四年一月一日至同年十二月三十一日 事務報告 
一、本財團は本年三月二十六日付法人設立許可あり専ら天主教の趣旨を奉し各種慈善を施 
  すを以て目的とす其目的を達せんか爲め園内に在りて財團のために勞務に從事せる外 
  國婦人十六名本邦婦人三十六名あり 
   内部諸般の設備完整に至らさるを以て未た慈善事業に主力を傾注するを得す從て其 
  成績見るへきものなし逐年發展せんとするの計畫なり 
   現に經濟的施設としては農業牧畜並製酪に從事し又慈善事業としては主として匿名 
  を以てすることゝし病者貧窮者其他天災等に罹れる者を見聞毎に信用ある個人又は町 
  村役場に托して金穀其他の物品を施與する等着々之か努力に意を注きつゝあり 
   本年度中に於て現金三百八十八圓六十六錢其他物品の價格三百七十四圓八十錢を施 
  與せり 
二、經濟的施設中農業は從來所有の土地七十八町六段七畝七歩借地二十七町歩の内八町歩 
  は燕麥、小麥、馬鈴薯、豆類其他野菜類等を収穫する爲に充て其他の土地は牧草を栽 
  培して家畜の飼料に供せり尚農作物は概ね財團の自用に供するも時に賣却することあり 
三、牧畜業は現在牛四十六頭馬五頭を飼育す是れ本財團に於ける經濟的施設中主力の存す 
  る所なれは最も力を此に盡し着々改良發展に努め其成績亦良好にして製酪事業と共に 
  益ゝ其有望なるを認めつゝあり又馬匹は主として開墾又は物品の運搬等に使役し畜牛 
  と共に漸次改善に意を注きつゝあり (後略) 
 





























































                







 大正 6年 9月 11日発行、発行者は北海道
慈善協会 北海道廳内、「非賣品」とある。 
 「一、概要」「二、北海道慈善協会」に続
き、道内 22箇所の感化救済事業を 53頁で 
紹介している。 
 巻頭には「附録」があり、大正5年8月、
札幌での「感化救濟事業地方講習會」の開催
経緯や講習内容、参加者の氏名が勤務先等と
共に集録されている。 
 『北海道社會事業の栞』は、広く知られて
いるが、『北海道感化救濟事業要覽』は見聞
の機会も少ないと考え、紹介することにし
た。 
 
